
 

 

 

 

 

※集計結果は別紙（資料）ご覧ください。 

                                             

 （学校教育目標）すすんでかかわり 生き生きとりくむ今富っ子 

 心（思いやりのある子） 頭（思いや考えを伝えられる子） 体（健康でたくましい子） 

成
果
と
課
題 

△あいさつについては、児童と教職員の評価は

中間評価と目標を上回ったが、保護者の評

価が中間評価と目標を下回った。学級委員

によるあいさつ運動や地区別児童会等での

あいさつ指導等を行ってきたが、旗持ち当番

等、地域の方へのあいさつには個人差があっ

た。 

○自分の学級がいごこちがよいと答えた児童は

９２％で、中間評価からは１．９％下がったが、

目標は上回った。 

○ふるさと小浜（今富）のよさに気づくことつい

ては、児童、教職員、保護者ともに中間評価を

上回り、目標を達成した。 

〇授業や行事等で、対話したり書いたりして振

り返りを行ったことで、自分の考えが広がった

り深まったりしたことを自覚することができた。

また、通信を通して家庭にも知らせることがで

きた。それにより、 AB評価が三者とも中間評

価を上回った。 

〇家庭学習のめあての振り返りと再設定を行う

ことで、めあてを意識して家庭学習に取り組

むことができた。めあてを書いた紙を学習す

る部屋に貼らせたり通信で紹介したりして、

家庭にも周知した。それにより、保護者の AB

評価が５％アップとなった。 

△思いや考えを表現し考えを深め合える授業に

ついて、教師のAB評価が１００％となったが、

中間評価同様、A評価が少ない。 

〇AB 評価が全項目で目標を上回った。前年度

低かった情報機器使用は、スマートルール導入

により、AB 評価が９０％以上だった。しかし、B

評価の方が高い。 

〇一輪車に関する活動により、運動量が確保さ

れ、運動習慣がついていると思われる。 

〇いきいきチャレンジの文言が「～をする」「〇分

は外で活動する」など肯定的だったのがよかっ

た。 

 

改
善
策
・対
応
策 

・子どもたちが、あいさつを人間関係作りの基

盤として捉え、自分からその意義をふまえてあ

いさつができるよう、自主性を大切にした指

導を行う。また、「あいさつ週間」等、期間をき

めた取り組みで、相手に伝わる気持ちのよい

あいさつを行えるきっかけ作りを行うようにす

る。 

・教育相談で一人ひとりと話す機会を設け、児

童の気持ちを十分聞き取るようにする。また、

Q-U を再確認し、いごこちがよいと感じてい

ない児童に寄り添った学級経営を行う。 

・今後も、教員がふるさとのよさを意識した指導

を行い、学んだよさを児童と共通理解したり、

保護者に発信したりする取り組みを続けてい

く。また、学習発表会等で、学んだふるさとの

よさについて、児童が発信する場を持つ。 

・発表形式以外に、ペアやグループでの対話や

タブレットの活用など、様々な方法で、児童が

思いや考えを表現し、より多くの人と共有でき

る授業作りを進めていく。 

・家庭学習のめあての設定と振り返り、家庭との

共有を引き続き行う。今年度は２回行ったが、

来年度は学期ごとに実施し、自分で家庭学

習の質を上げる力を育てていく。 

・いきいきチャレンジ・スマートルールは継続。 

 

学校評価（最終）のアンケート結果についての考察と今後の対応  
 


